
 令和２年１１月６日(金) 13:30～

 八代市公民館研修室

 １．開  会

 ２．あいさつ

 ３．協議事項

 （１） 施設の効果的な活用策についての検討

①　指定管理者制度とは（資料①）

②　他の自治体の文化ホール施設概要及び取り組み例（資料②）

③　八代市の文化ホール施設概要及び取り組み例（資料③）

④　ホール運営や企画についての着眼点（資料④）

⑤　参考資料

・令和元年度県内自主文化事業実績及びホールの有効活用策（資料⑤）

 ・熊本県内の主な公立文化施設のホール定員（資料⑥）

 ４．その他

 ５．閉  会

 八代市公民館ホール現場視察

八代市文化ホール等あり方検討会  第３回



 
資料① 

指定管理者制度とは 

 

１．地方自治法改正による指定管理者制度の導入 

  「公の施設」の管理運営主体については、公共性の確保の観点から、地方自治法に

より公共的団体等に限定（管理委託制度）されていましたが、地方自治法の一部を改正

する法律が平成１５年６月公布、９月に施行され、民間事業者等にも「公の施設」の管

理運営を委ねることを可能とした指定管理者制度が設けられました。 

 

２．指定管理者制度の目的 

 指定管理者制度は、多様化する住民ニーズにより効果的、効率的に対応するため、公

の施設の管理に民間の能力を活用しつつ住民サービスの向上を図るとともに、経費の節

減等を図ることを目的とするものです。 

  目的①：民間事業者の活力を活用した住民サービスの向上 

  目的②：施設管理における費用対効果の向上 

  目的③：管理主体の選定手続きの透明化 

  

３．指定管理者制度導入のメリット・デメリット 

 ①メリット 

 ・民間のノウハウを生かして、絶え間なく変化し、多様化する住民のニーズに応え 

やすい。 

 ・単年度会計の原則に縛られず、複数年にまたがった事業やサービスが可能 

 ・休館日、利用時間の柔軟な対応が可能（開館時間の延長など） 

 ・広報サービス業務の強化が可能（チケットの前売り、割引など、入館者増のため 

  に手がうてる対策がより多くなる。但し、市との協定書などによる） 

 ・施設管理業務の効率化、合理化（管理経費、事業コストの縮減）が図れる。 

  

  ②公募による指定管理者制度のデメリット 

  ・もし指定管理者が３年や５年で撤退してしまったりすると、文化施設の持続性と 

信用と安心感が損なわれる。 

  ・地域の文化や地元の人間関係を生かした継続的な事業、運営がやりにくい。 

  ・長期的な視点から見た人材育成やノウハウの蓄積が行いにくい。ホール職員に必 

要な専門的な知識と技術が保持しにくく、育ちにくい。 

 

文化ホールの指定管理者制度導入の割合 ６２．６％ 

そのうち公募の割合          ６０．１％ 







八代市の文化ホール施設概要及び取り組み例

自治体

人口

世帯数

主なホール

建築年度

建設費・構造

施設概要

施設稼働率
(H28～H30年

度平均）

特徴ある
取り組み

情報発信

特記事項

桜十字ホールやつしろ

■市民ホール：500席（うち車椅子専用スペース６台分）
●楽屋4室
■多目的ホール　■練習室　■スタジオ　■録音調整室
■大会議室A・B　■中会議室　■第１・第２小会議室
■第３小会議室　■和室　■研修室
■ホワイエ　■喫茶コーナー
■多目的広場

125,547人（R2.9末現在）
八代市

八代市公民館

■ ホール：535席（うち桟敷席38席、親子席10席、車椅子席2席）
●楽屋（洋室、和室、個室）
■リハ―サル室
■ホワイエ
■会議室A　■会議室B　■研修室
■和室A　■和室B　■生涯学習室

■温泉施設

鏡文化センター

■ ホ ー ル ：610席（うち車椅子スペース4席、親子室12席）
●楽屋（洋室3室）
■リハーサル室　■研修室■視聴覚室
■ホワイエ
■屋外ステージ

■図書館

八代市厚生会館

■ホール：964席(立見いれて1,200名収容）
●楽屋4室
■ホワイエ

56,677世帯

昭和37年3月竣工　7月18日開館

＊総事業費　2億1,140万円　＊敷地面積　 10,552.38㎡　＊建築面積
2,122.12㎡　＊延べ床面積　 3,493.8 ㎡　＊構造規模　鉄骨鉄筋コン
クリート造　地下1階、地上3階、塔屋1階

平成11年3月竣工　4月15日開館 平成8年2月竣工　4月1日開館 平成12年3月竣工　6月1日開館

＊総事業費　 13億7,600万円　＊敷地面積　 11,603㎡　＊建築面積
3,187.47㎡　＊延べ床面積　 3,623.85 ㎡　＊構造規模　鉄骨鉄筋コン
クリート造　地上3階、塔屋1階
＊図書館との複合施設

＊総事業費　 24億5,119万円　＊敷地面積　 4,409.25㎡　＊建築面積
2,727.510㎡　＊延べ床面積　 4,450.76 ㎡　＊構造規模　鉄筋コンク
リート造　地下1階、地上3階、塔屋1階
＊温泉施設と複合施設

平成28年度までは千丁文化センターとして、千丁町の文化拠点の役割
を果たし、自主文化事業も盛んにおこなわれてきたが、平成29年度よ
り、八代市公民館として生涯学習課に移管され、中央公民館としての
役割を担っている。（公民館としての使用で制約も多いため現在の
ホール稼働率については10%台の水準である）

1期目~3期目まで（株）イズミテクノ
令和2年4月1日より、一般社団法人　八代弘済会

●公民館としての取り扱い。（営利は使用不可）

令和元年6月より休館中

市のホームページでの発信
●施設利用について（利用料金）

運営管理
直営（文化振興課） 直営（文化振興課） 直営（生涯学習課）

市のホームページでの発信
●施設利用について（利用料金、参考料金、各種申請書ダウンロー
ド、施設の空き状況）
●舞台平面図、吊物側面図、照明設備（照明設備概要、基本仕込み・
回路図）、音響設備

広報紙
●毎年6月に年間の自主文化事業の情報を掲載している。

市のホームページでの発信
●施設利用について（利用料金、参考料金、施設の空き状況）
●舞台平面図、吊物側面図、照明設備（照明設備概要、基本仕込み・
回路図）、音響設備

広報紙
●毎年6月に年間の自主文化事業の情報を掲載している。

独自のホームページでの発信
●施設利用について（利用料金、参考料金、各種申請書ダウンロー
ド、施設の空き状況）
●舞台平面図、吊物側面図、照明設備（照明設備概要、基本仕込み・
回路図）、音響設備
●イベント情報

無料媒体へ催事の掲載をお願いしている。（かじゅめる、八代プレ
ス、NAINAI）

＊総事業費　 28億9,500万円　＊敷地面積　 16,602.39㎡　＊建築面積
3,809.769㎡　＊延べ床面積　 6,101.475 ㎡　＊構造規模　鉄骨鉄筋コ
ンクリート造　地下1階、地上4階

指定管理（H19年4月1日から）
４期目　（１期目から公募）

H28年度38.0％、平成29年度35.0％、平成30 年 37.9％
平成28 年度は38.11％（千丁文化センター）であったが平成29年度
（市公民館）以降11.6％（H28）、12.91％（H29)、16.1％（H30)

平成30年度が31%、令和元年度は45%
（平成29年度までは20%程度の横ばい状態）

平成30年度　78.5％、令和元年度　86.6％

●ホワイエコンサート（平日の昼休み等に気軽に市民の皆様に地元の
音楽家の演奏を無料で鑑賞してもらう企画)
●中学生音楽教室や高校演劇技術講習会、八代市高校演劇大会、演劇
ワークショップ等学習型事業、舞台芸術体験型事業の実施。
●ホワイエのみを貸し出し、展示会等に利用される。

●住民参加型の事業としてかがみふるさと音楽祭は開館以来20年実施
している。

●カルチャー教室の運営
　生きがいづくり講座（オカリナ（初級）、マンドリン、絵画）
　健康づくり講座（親子フィットネス、キッズダンス、健康ヨーガ）
　やさしいパソコン講座（楽しいキッズパソコン、パソコン活用、ス
マホ&タブレット入門）
●多目的ホールでの展示会や販売会等の開催。
●大・小多くの会議室を提供している。

資料③



 
資料④ 

ホール運営や企画についての着眼点 

 

 

着眼点 他自治体の事例 

１．施設設備 

①自治体の規模に合った規模（客席数、ホール数） 

②小ホールから平土間式へ多目的に使用できるホール（収納
可能なロールバックチェア、昇降床など） 

③リハーサル室、練習室、スタジオ、楽屋の充実 

④音響、舞台、照明、吊物等施設設備の充実 

⑤小規模ホールや展示施設の併設 

２．指定管理による 

管理運営 

①長期雇用、地元採用（非公募による指定管理の場合） 

・経験値の蓄積、市民との信頼関係の構築 

・経験者の雇用による人脈や人材を活用した企画 

②自主事業や文化祭や展示などの文化事業も委託。 

③指定管理会社のネットワークによる多様な企画 

３．特色のある取り組み 

①友の会制度の充実 

②市民を巻き込んだ運営（財団市民サポーター） 

③文化事業開催の相談窓口 

④イベント企画の募集と運営サポート 

⑤空き時間の有効活用と利用の活性化（ピアノの日、フリース
テージの日、ロビーコンサート） 

⑥公演後アンケートのインターネット回答実施 

４．効果的な情報発信 

①ホール独自の HPがあり、欲しい情報に辿り着きやすい 

②使用する側（演者等）に視点を置いた情報発信（施設の詳細
情報、配置図、平面図、断面図、設備一覧、施設の空き状況
など） 

③観客側の視点に立った情報発信（定期的なイベント情報、チ
ケット情報、周辺施設や駐車場情報） 

④興味を持ってもらうための情報発信（イベントの詳細情報、
過去のイベント情報や実施後のレポート、情報誌のバック
ナンバー掲載） 

⑤情報誌の郵送（友の会会員対象）とインターネット掲載（一
般対象）の併用 

⑥各種 SNSを利用した情報発信 

 







熊本県内の主な公立文化施設のホール定員

市名
人口
R2.9.30

施設名

厚生会館 964席

鏡文化センター 610席
桜十字ホールやつしろ ホール 多目的ホール
（ハーモニーホール） 500席 250席

公民館 535席
コンサートホール 演劇ホール

1,813席 1,172席
市民会館 1,591席

くまもと新都心プラザ 489席

火の君文化センター 594席

健軍文化ホール 293席

植木文化センター 601席
男女共同参画センター

はあもにい
メインホール シービックホール

2,304席 750席
大ホール 小ホール
1,204席 420席
大ホール マルチホール
826席 304席

大ホール 小ホール
818席 250席

合志市 62,958 合志市文化会館 612席

宇土市 36,924 宇土市民会館 743席

ウイングまつばせ 800席

小川ラポート 800席

水俣市 23,862 水俣市文化会館 1,004席
大ホール 小ホール
1,345席 462席

天草市民センター 698席

牛深総合センター 874席

人吉市 31,680 人吉カルチャーパレス

ホール定員

天草市 78,490

八代市 125,547

熊本県立劇場

熊本城ホール

荒尾市 51,793 荒尾総合文化センター

玉名市民会館65,568玉名市

200席

熊本市 738,888

菊池市文化会館

442席

宇城市 58,481

菊池市 48,044

泗水ホール

資料⑥


